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笑顔とやさしさに包まれて 
 

南山幼稚園長 明田川 輝美 

南山池のおたまじゃくしが、キラキラ輝く木漏れ日を浴びながら気持ちよさそうに泳いでいます。南山幼稚園では、朝

８時５０分、４・５歳児の子供たちが全員登園を完了し、保護者の方々に向かって、「送ってくださってありがとうございま

す。いってきま～す！」と感謝の言葉を述べ、「いってらっしゃ～い。」のお返事をいただいてから、それぞれのお部屋

に入っていきます。毎日繰り広げられるこの笑顔とやさしさのコミュニケーションが、子供たちの健やかな心の成長を育

んでいきます。保護者の皆様、お子様への愛情をたっぷり注いでくださりありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

           「おひさまきらきら えがおいっぱい なんざんようちえん」 

南山幼稚園５月の園だより  
平成２8年４月２８日 

 みみちゃん 

どこ行くの？ 

≪5歳児さくら組 有栖川公園遠足≫ 

子供たちは、豊かな自然の
中で、様々な生き物や植物を
発見したり、触れたりしなが
ら、楽しく公園を散策しまし
た。 

 

≪さくら組 都立六本木高校栽培園へ≫ 

子供たちは、タンポポやカラスノエンドウなどの草
花、高校生が栽培中の麦の穂や野菜などの作物に
囲まれてのびのびと遊びました。虫やきれいな花な 

ど自然の宝物を見付けたり、タ
ンポポの綿毛の飛ばしっこを
したりして、自然とかかわりワク
ワク・ドキドキする“心弾ませる
体験”を存分に味わいました。 

          

≪３歳児りんご組 ≫ 

 ４月当初、保護者の方との別れがつらくて泣いて 

いた子供たちも、少しず
つ園生活に慣れ親しんで   

きました。砂の心地よい感
触を楽しみながら、思い
思いに自分の世界を楽し
んでいました。   

≪４歳児ばら組 友達といっしょに≫ 

 園庭で、子供たちは、 

△マットを活用して段差を
つけ、フラフープを 

ころがして、キャッチ！  

友達とかかわり合い 

ながら、遊び方を工夫し 

て楽しんでいました。 

≪全園児がこいのぼりを作りました≫ 

さくら組さんが作ったこいの
ぼりをいきいきプラザや麻布
十番商店街のお店の方へ届
けました。地域の皆様、いつも
飾っていただきありがとうござ
います。 

 

５月２８日（土）は、南山小学校
との合同運動会です。 

幼小連携を重視した教育活動
を数多く取り入れていきます。 
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＜今月の保育のねらい＞ 
◎３歳児 りんご組  

○幼稚園に喜んで登園し、好きな遊びを見付けて遊ぶ。 

・ 気に入った遊具や場所を見付け、継続して遊びを楽しむことができるように援助していきます。 

・ 教師と十分に関わり、一緒に動きながら安心して一日を過ごし、明日につなげていきます。 

 ○園生活の仕方に慣れ、身の回りの支度などを知り教師と一緒にやってみる。 

・ 靴の履き替えや、保育室での過ごし方、片付けやうがい、手洗いの仕方などの生活習慣が定着するように

援助していきます。 

・ 新しく弁当時の準備や片付けも加わります。丁寧に手順を知らせながら、やってみようとする気持ちを教

師が認めることで、自分でがんばってみようとする姿につなげていきます。 

 ○戸外で伸び伸びと遊ぶことを楽しむ。 

・ 青い空におひさまがキラキラ輝く季節です。戸外でたくさん体を動かして遊びます。 

・ 戸外での遊びの約束を知らせ、守りながら、それぞれが楽しく遊べるようにします。 

 

◎４歳児 ば ら組  

○好きなことを見付け、自分から関わり遊ぶことを楽しむ。 

・ 身近な環境の中で、遊具や用具、新しい教材に自分から関わって遊ぶ楽しさを経験できるようにしていき

ます。 

・ 新しい環境に慣れて安心し、興味をもった遊びにじっくりと関わり、継続して楽しめるように援助してい

きます。 

○先生や学級の友達と一緒に戸外で遊ぶことを楽しむ。 

・ 園庭に生える草花や小さい生き物を見付けたり、触れたりすることを楽しみながら、身近な自然への興味

や関心を高めていきます。 

・ 自分たちが植えた野菜や花などの生長を楽しみにしながら、水やりなどの世話をしていきます。 

・ 戸外で思い切り身体を動かして走ったり、踊ったりすることを楽しみ、運動する楽しさを味わわせながら、

幼小合同運動会につなげていきます。 

○生活に必要な身の回りの始末の手順が分かり、自分のことを自分でしようとする。 

・ 所持品の始末や弁当の準備や、片付けや汚れた服の着替え、汗を拭くなど、生活に必要なことを自分で気

付き、取り組もうとする気持ちを大切にして、身に付けられるように援助していきます。 

 

◎５歳児さくら組 

○友達と一緒に、思い切り身体を動かして遊ぶ楽しさや心地よさを味わう。 

  ・広い校庭で、かけっこや助け鬼、踊り等、身体を動かす機会を増やしていきます。青空のもと、体を動か

す心地よさを経験していきます。 

  ・幼小合同運動会では、りんご組、ばら組をリードしながら、踊り等の活動を楽しんでいきます。 

 ○１日の生活の流れや、当番の仕方が分かり、友達と一緒に生活を進めていこうとする。 

  ・朝、学級で１日の生活の流れや必要な活動について話を聞き、見通しが分かることで行動していく姿を導

いていきます。 

  ・グループで行う当番活動では、手順が分かり、自分たちで進めていく姿を認め、身に付くようにしていき

ます。 

 ○園庭や畑、近隣の公園など、身近な自然の中の様々なことに気付き、興味・関心をもって関わり楽しむ。 

・ ダンゴムシやアリや、オタマジャクシがカエルになる様子、チョウ、植物の生長など、様々な自然物に興

味をもち、よく見たり、関わったりしていくように働き掛けます。 

・ また、発見したことを学級で共有し、興味を広げたり、深めたりしていく姿を大切にしていきます。 

 

＜南山幼稚園と南山小学校 連携の生活のめあて＞ 

「はなしをしっかりきこう」 


